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「
明
治
史
の
研
究
が
現
代
と
没
交
渉
で
あ
る
し
（
序
）
と
い
ふ
事
、
及
び
「
天
皇

親
政
の
時
代
に
於
て
、
明
治
天
皇
の
御
事
蹟
が
腿
史
的
に
拝
察
さ
れ
て
み
な

い
」
（
序
）
と
い
ふ
事
を
遣
憾
と
し
て
、
薯
者
が
東
京
申
一
塁
邊
局
に
於
け
る
旧

例
講
演
を
埆
補
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
受
書
の
内
容
は
次
の
如
き
も

の
で
あ
る
。

　
序
論
・
第
三
皐
王
政
餐
古
・
第
…
罵
早
明
治
天
塁
の
親
政
・
第
三
一
品
｛
懇
政

治
・
第
四
罵
早
國
勢
護
展
。
第
五
出
融
朝
脚
鮮
㎜
闘
一
題
・
第
山
ハ
蹴
早
口
濡
濡
艦
西
南
・
第
七
轟
早
日

露
載
璽
・
第
八
章
韓
國
の
俳
合
・
第
九
章
赦
會
問
題
・
第
十
章
明
治
時
代
の

指
導
精
瀞
・
結
論
。
從
て
本
書
は
寧
ろ
開
治
政
治
史
概
説
と
構
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　
最
近
に
於
け
る
明
治
維
新
史
研
究
の
動
向
を
見
る
に
、
幕
末
外
交
問
題
、

嚴
密
マ
ヌ
フ
ァ
ク
チ
ヤ
ー
問
題
、
農
民
一
揆
革
命
性
の
問
題
等
、
歓
米
資
本
主

義
國
と
の
世
界
的
聯
關
に
於
け
る
崩
壌
期
封
碓
砒
會
の
就
黒
質
濟
史
的
分
析

か
ら
、
明
治
期
に
あ
っ
て
は
、
藤
津
慶
棄
に
よ
る
士
族
の
問
題
、
土
地
問
題

を
巡
る
封
建
性
の
問
題
、
啓
蒙
的
自
▽
田
民
擢
思
想
の
問
題
等
、
主
と
し
て
新

し
意
資
本
主
議
呆
の
難
設
期
に
訟
け
み
諸
問
題
の
究
耀
向
2
．
覚
る
糠
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に
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
薙
政
治
史
的
研
究
へ
の
批
剣
に
出
置
し
た
も
の
で
あ

っ
た
Q

　
本
書
は
第
九
章
に
於
て
、
幕
末
よ
り
現
代
に
至
る
間
の
就
曾
的
諸
問
題
に

約
五
十
頁
を
費
し
て
み
る
以
外
、
大
膿
に
於
て
王
政
復
古
一
三
護
よ
り
明
治

末
年
に
至
る
聞
の
政
治
的
通
史
で
あ
る
。
而
…
も
明
治
史
は
庸
本
三
民
の
霞
王

貴
現
蓮
動
と
、
饗
外
李
等
”
自
主
的
外
交
へ
の
志
向
と
の
過
程
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
明
治
大
帝
の
英
遽
な
る
指
導
精
瀞
に
統
卒
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
著
者
の
見
解
は
、
正
に
信
念
的
人
格
主
義
的
歴
史
の
特
色
を
示
し
て
み

る
。
　
又
本
書
に
牧
録
せ
ら
れ
た
史
料
は
主
と
し
て
先
八
の
研
究
書
及
び
公
刊
せ

ら
れ
た
る
交
譲
記
録
に
標
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
只
此
の
領
域
に
於
け
る
通

史
的
な
る
も
の
」
蓼
々
た
る
現
状
を
思
ふ
時
、
本
書
も
亦
明
治
史
研
究
の
上

に
一
つ
の
意
昧
を
持
ち
得
る
で
あ
ら
う
。
（
吉
川
弘
文
三
新
行
・
菊
判
・
三
七

三
頁
、
定
慣
二
・
五
〇
）
〔
内
藤
〕

富
士
谷
御
杖
集
　
第
一
巻

國
艮
精
紳
文
化
研
究
所
編

　
本
書
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
「
先
聖
先
賢
聖
道
一
轍
義
」
に
次
ぎ
、
國
民
精

乱
交
艶
文
獄
第
七
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
研
究
麿
助
手
志

田
延
嚢
氏
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
富
士
谷
御
杖
に
就
い
て
は
、
從
來
江
戸
時
代
中
期
、
寛
政
、
享
和
、
文
化

の
頃
、
彼
の
本
居
宣
長
と
大
魚
時
を
同
じ
く
し
て
京
都
に
在
っ
た
異
色
あ
る

歌
糧
渚
、
園
畢
渚
と
し
て
知
ら
れ
て
み
た
に
も
開
ら
ず
、
彼
に
騨
す
る
丈
獄
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は
北
邊
随
筆
、
萬
葉
燈
、
並
に
古
事
記
燈
大
旨
の
鋪
部
の
外
、
殆
ん
ど
公
刊

さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
本
書
御
杖
集
第
一
巻
は
、

左
の
如
く
、
彼
の
古
典
研
究
の
諸
著
を
放
録
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之

に
よ
っ
て
今
後
は
容
易
に
彼
の
皇
霊
膿
系
の
研
究
に
入
の
得
る
都
と
な
り
、

覇
者
の
利
便
を
得
る
銀
多
大
で
あ
る
。

　
O
古
事
記
燈
大
旨
（
寡
黙
叢
書
館
藏
）
○
古
事
記
燈
巻
一
七
勢
．
蔑
脚
世
七
代
第

　
一
（
帝
國
齪
書
館
藏
）
○
古
単
記
燈
三
（
豊
麗
艶
書
館
藏
）
○
古
事
記
慶
典
燈

（
帝
國
嗣
書
館
藏
）
○
古
事
記
盗
塁
塑
の
段
（
帝
國
嗣
書
館
藏
）
○
無
燈
記
燈

　
大
御
寳
之
件
（
帝
國
圃
書
館
藏
）
0
古
事
記
二
七
赫
三
般
（
倉
野
憲
司
氏
藏
）
0
古

嘉
一
塩
磯
廻
天
地
建
議
（
京
都
大
學
國
文
學
研
究
室
藏
）
○
古
事
艶
才
智

　
之
一
七
紳
三
段
紳
世
第
沢
加
賀
典
三
鄭
氏
藏
）
○
古
鄭
記
載
瀞
興
淡
能
碁
玉
門
、
先

　
需
、
撃
冨
（
上
田
萬
年
氏
藏
）

特
に
雀
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
志
田
氏
の
御
杖
小
傳
及
び
本
書
解
題
は
、
彼
の
悠

記
及
び
著
作
の
説
明
に
約
流
○
頁
を
割
き
、
文
化
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
古
町

記
燈
大
旨
に
就
い
て
は
、
諸
本
の
異
同
あ
る
部
分
を
改
稿
本
（
京
都
大
學
木
）
、

腕
稿
本
（
帝
國
密
書
館
本
）
、
刊
本
（
同
上
）
と
一
二
段
組
に
し
て
内
容
の
比
較
に

便
な
ら
し
め
、
彼
の
學
問
の
獲
展
の
四
過
を
指
示
せ
ん
と
し
て
み
る
等
、
懇

切
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
東
琴
國
民
精
断
交
化
研
究
所
獲
行
、
菊
版
、
洋

装
、
四
二
九
頁
、
債
蓼
圓
）
〔
内
藤
〕
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本
城
郭
史
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盗
ｳ
野
著

垂
木
城
郭
の
研
究
に
就
い
て
、
翁
忌
は
二
つ
の
輝
や
か
し
い
成
果
を
世
に

ftVJ
亦ロ

介
「

邊
っ
て
み
る
〇
一
は
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
古
川
重
春
暗
影
「
B
末
城
郭
考
」
で

あ
り
、
一
は
薄
い
て
十
一
月
に
出
版
さ
れ
た
、
大
類
伸
博
士
、
鳥
朋
正
雄
氏

共
著
の
「
日
本
城
郭
史
」
で
あ
る
。
　
　
　
、

　
古
川
氏
は
建
築
の
實
際
に
携
る
專
門
家
で
あ
る
爲
、
そ
の
著
は
す
「
日
本
城

郭
考
」
は
我
國
古
代
か
ら
最
近
世
に
至
る
ま
で
の
代
表
的
城
郭
に
慌
し
、
細
微

に
亙
っ
て
、
そ
の
專
門
的
立
場
か
ら
分
析
解
明
の
筆
を
馳
せ
て
み
る
所
に
特

色
が
あ
る
Q
そ
れ
に
勤
し
て
後
者
は
、
言
ふ
ま
で
毛
な
く
我
園
城
郭
史
の
組

織
的
綜
含
的
研
究
を
開
拓
さ
れ
た
大
類
博
士
と
、
永
年
史
蹟
の
實
際
に
就
い

て
精
密
な
調
査
を
導
け
ら
れ
つ
鼠
あ
る
内
揚
氏
と
の
協
同
著
作
で
あ
る
故

に
、
極
め
て
微
に
入
り
細
を
穿
つ
た
研
究
の
集
成
で
あ
る
と
同
時
に
、
全
膿

を
一
貫
し
て
、
城
郭
研
究
と
い
ふ
も
の
を
一
般
臼
本
歴
史
の
獲
展
の
裡
に
組

み
入
れ
ん
と
意
圃
し
た
所
に
、
そ
の
特
色
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
木
鐸
の
構
成
は
太
古
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
間
を
、
上
世
、
申
世
、
，
近
世
、

最
近
世
の
四
期
に
大
別
し
、
更
に
各
期
・
を
第
一
、
第
二
の
こ
期
に
分
ち
、
そ

の
三
期
に
就
い
て
、
略
説
、
職
孚
と
築
城
、
築
城
の
種
類
及
び
構
造
の
｝
二
項

目
を
設
け
、
そ
れ
が
更
に
渇
し
く
多
数
の
小
項
疑
を
含
ん
で
み
る
と
い
ふ
、

組
織
的
な
整
然
さ
を
有
し
て
み
る
。
こ
」
に
そ
れ
ら
の
内
容
を
詳
細
…
に
亙
っ

て
紹
…
介
す
る
事
は
出
師
ぬ
。
し
か
し
大
志
に
於
い
て
、
「
総
説
」
に
は
城
郭
を

生
成
し
た
時
代
一
般
並
び
に
軍
報
方
面
を
概
槻
し
、
「
戦
雫
と
築
城
し
に
は
下

期
に
於
い
て
築
城
を
必
要
と
せ
し
め
或
は
そ
れ
を
特
徴
附
け
た
諸
事
象
等
を

概
説
し
、
併
せ
て
廣
く
實
際
管
ま
れ
た
城
郭
を
綱
羅
し
て
詳
細
に
立
論
し
て

み
る
。
「
築
城
の
種
類
及
び
構
造
」
で
は
昏
期
に
於
け
る
そ
の
特
徴
を
詳
蓮
し

て
み
る
。
而
か
も
至
る
駈
に
挿
入
せ
ら
れ
て
る
る
閥
版
は
、
微
細
な
記
述
に

第
二
十
二
巷
　
第
皿
號
　
　
二
一
三
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